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(57)【要約】
【課題】信号が劣化するのを抑制しながら、輝度を調整
することが可能な映像出力装置を提供する。
【解決手段】この液晶テレビジョン装置（映像出力装置
）１００は、左目に伝達される左目用画像および右目に
伝達される右目用画像をそれぞれ表示するとともに、左
目用画像と右目用画像との間に表示には寄与しない輝度
を下げるための黒画像を挿入して出力する表示部１と、
表示部１に表示される左目用画像と右目用画像との間に
挿入される黒画像の挿入時間Ｂ１（Ｂ２）を調整するこ
とにより輝度が調整されるように制御する制御部４とを
備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左目に伝達される左目用画像および右目に伝達される右目用画像をそれぞれ表示すると
ともに、前記左目用画像と前記右目用画像との間に表示には寄与しない輝度を下げるため
の輝度調整画像を挿入して出力する表示部と、
　前記表示部に表示される前記左目用画像と前記右目用画像との間に挿入される前記輝度
調整画像の挿入時間を調整することにより輝度が調整されるように制御する制御部とを備
える、映像出力装置。
【請求項２】
　前記制御部は、輝度の調整後における前記輝度調整画像の挿入時間を、輝度の調整前に
おける前記輝度調整画像の挿入時間よりも長くなるように調整することにより、調整後の
輝度を調整前の輝度よりも低くなるように調整するとともに、輝度の調整後における前記
輝度調整画像の挿入時間を、輝度の調整前における前記輝度調整画像の挿入時間よりも短
くなるように調整することにより、調整後の輝度を調整前の輝度よりも高くなるように調
整する制御を行うように構成されている、請求項１に記載の映像出力装置。
【請求項３】
　前記輝度調整画像は、黒画像を含み、
　前記制御部は、前記左目用画像と前記右目用画像との間に挿入される前記黒画像の挿入
時間を調整することにより輝度を調整する制御を行うように構成されている、請求項１ま
たは２に記載の映像出力装置。
【請求項４】
　前記制御部は、輝度を調整する際には、前記左目用画像および前記右目用画像の表示時
間を調整するとともに、前記調整された表示時間に応じて前記黒画像の挿入時間を調整す
る制御を行うように構成されている、請求項３に記載の映像出力装置。
【請求項５】
　前記制御部は、輝度の調整前における前記左目用画像または前記右目用画像の表示時間
と前記黒画像の挿入時間との合計時間と、輝度の調整後における前記左目用画像または前
記右目用画像の表示時間と前記黒画像の挿入時間との合計時間とが略等しくなるように輝
度を調整する制御を行うように構成されている、請求項４に記載の映像出力装置。
【請求項６】
　照度を測定可能な照度センサをさらに備え、
　前記制御部は、前記照度センサにより測定された照度に基づいて、前記左目用画像と前
記右目用画像との間に挿入される前記黒画像の挿入時間を調整することにより輝度を調整
する制御を行うように構成されている、請求項３～５のいずれか１項に記載の映像出力装
置。
【請求項７】
　ユーザにより輝度を調整可能な輝度調整部をさらに備え、
　前記制御部は、ユーザにより前記輝度調整部が調整操作された際には、前記輝度調整部
の調整量に応じて前記左目用画像と前記右目用画像との間に挿入される前記黒画像の挿入
時間を調整することにより輝度を調整する制御を行うように構成されている、請求項３～
５のいずれか１項に記載の映像出力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、映像出力装置に関し、特に、表示部を備える映像出力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示部を備える映像出力装置が知られている（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、左目に伝達される左目用画像および右目に伝達される右目用画像
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が所定の周期で交互に表示される液晶パネル（表示部）を備える立体映像表示装置（映像
出力装置）が開示されている。この立体映像表示装置では、左目用画像および右目用画像
の所定の周期に同期して駆動される液晶シャッターを備える眼鏡を用いて左目用画像およ
び右目用画像を観察することにより、立体映像が視認可能となる。また、上記立体映像表
示装置では、左目用画像の表示と右目用画像の表示との間には、表示には寄与しない黒画
像が一定時間挿入されるように構成されている。これにより、左目用画像の一部が右目に
漏れこむ現象または右目用画像の一部が左目に漏れこむ現象（クロストーク）が発生する
のを黒画像の挿入により抑制可能となる。また、左目用画像の表示と右目用画像の表示と
の間に黒画像が挿入されることによって、黒画像が挿入されている一定時間分、左目用画
像および右目用画像が表示される表示部の輝度が一定の輝度に下げられた状態（保たれた
状態）で表示される。なお、表示部の輝度は、コントラストアンプなどを用いて、左目用
画像および右目用画像の信号処理を行うことにより調整されると考えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２６６８５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の立体映像表示装置では、左目用画像の表示と右
目用画像の表示との間に黒画像が挿入されることによって、クロストークが発生するのを
抑制することが可能である一方、黒画像が一定時間挿入されている分、表示部の輝度が一
定の輝度に保たれるため、輝度を調整することが困難であるという不都合がある。また、
輝度を調整するためにコントラストアンプなどを用いた場合には、信号処理により信号が
劣化するという問題点があると考えられる。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、信号が劣化するのを抑制しながら、輝度を調整することが可能な映像出力装置
を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００７】
　この発明の一の局面による映像出力装置は、左目に伝達される左目用画像および右目に
伝達される右目用画像をそれぞれ表示するとともに、左目用画像と右目用画像との間に表
示には寄与しない輝度を下げるための輝度調整画像を挿入して出力する表示部と、表示部
に表示される左目用画像と右目用画像との間に挿入される輝度調整画像の挿入時間を調整
することにより輝度が調整されるように制御する制御部とを備える。
【０００８】
　この一の局面による映像出力装置では、上記のように、表示部に表示される左目用画像
と右目用画像との間に挿入される輝度調整画像の挿入時間を調整することにより輝度が調
整されるように制御する制御部を備えることによって、輝度を調整するためにコントラス
トアンプなどを用いた場合と異なり、左目用画像および右目用画像の信号処理を行わない
ので、左目用画像および右目用画像の信号が劣化するのを抑制しながら、輝度調整画像の
挿入時間の調整により表示部の輝度を調整することができる。
【０００９】
　上記一の局面による映像出力装置において、好ましくは、制御部は、輝度の調整後にお
ける輝度調整画像の挿入時間を、輝度の調整前における輝度調整画像の挿入時間よりも長
くなるように調整することにより、調整後の輝度を調整前の輝度よりも低くなるように調
整するとともに、輝度の調整後における輝度調整画像の挿入時間を、輝度の調整前におけ
る輝度調整画像の挿入時間よりも短くなるように調整することにより、調整後の輝度を調
整前の輝度よりも高くなるように調整する制御を行うように構成されている。このように
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構成すれば、調整前の輝度と調整後の輝度とを異ならせることができるので、容易に、表
示部の輝度を調整することができる。
【００１０】
　上記一の局面による映像出力装置において、好ましくは、輝度調整画像は、黒画像を含
み、制御部は、左目用画像と右目用画像との間に挿入される黒画像の挿入時間を調整する
ことにより輝度を調整する制御を行うように構成されている。このように構成すれば、黒
画像の挿入時間に応じて左目用画像および右目用画像が表示される表示部の輝度を調整す
ることができる。
【００１１】
　この場合、好ましくは、制御部は、輝度を調整する際には、左目用画像および右目用画
像の表示時間を調整するとともに、調整された表示時間に応じて黒画像の挿入時間を調整
する制御を行うように構成されている。このように構成すれば、調整された表示時間に応
じて左目用画像および右目用画像が表示される表示部の輝度を調整することができる。
【００１２】
　上記左目用画像および右目用画像の表示時間の調整時間に応じて黒画像の挿入時間を調
整する映像出力装置において、好ましくは、制御部は、輝度の調整前における左目用画像
または右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時間との合計時間と、輝度の調整後における
左目用画像または右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時間との合計時間とが略等しくな
るように輝度を調整する制御を行うように構成されている。このように構成すれば、輝度
の調整前と調整後とにおいて、左目用画像または右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時
間との合計時間が変化しないので、左目用画像を表示するタイミングと右目用画像を表示
するタイミングとを変化させる制御を行うことなく表示部の輝度を調整することができる
。
【００１３】
　上記黒画像を含む輝度調整画像を表示部に出力する映像出力装置において、好ましくは
、照度を測定可能な照度センサをさらに備え、制御部は、照度センサにより測定された照
度に基づいて、左目用画像と右目用画像との間に挿入される黒画像の挿入時間を調整する
ことにより輝度を調整する制御を行うように構成されている。このように構成すれば、照
度センサにより測定された照度に基づいて、容易に、表示部の輝度を調整することができ
る。
【００１４】
　上記黒画像を含む輝度調整画像を表示部に出力する映像出力装置において、好ましくは
、ユーザにより輝度を調整可能な輝度調整部をさらに備え、制御部は、ユーザにより輝度
調整部が調整操作された際には、輝度調整部の調整量に応じて左目用画像と右目用画像と
の間に挿入される黒画像の挿入時間を調整することにより輝度を調整する制御を行うよう
に構成されている。このように構成すれば、輝度調整部の調整量に応じて、容易に、表示
部の輝度を調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置および眼鏡の全体図である。
【図２】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置および眼鏡のブロック図であ
る。
【図３】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置の制御処理フローを示したフ
ローチャートである。
【図４】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置の輝度の調整前の左目用画像
および右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時間とを説明するための図である。
【図５】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置の輝度の調整後の左目用画像
および右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時間とを説明するための図である。
【図６】本発明の第２実施形態による液晶テレビジョン装置および眼鏡のブロック図であ
る。
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【図７】本発明の第２実施形態による液晶テレビジョン装置の制御処理フローを示したフ
ローチャートである。
【図８】本発明の第２実施形態による液晶テレビジョン装置のコントラストボリュームに
よる輝度の調整前の左目用画像および右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時間とを説明
するための図である。
【図９】本発明の第２実施形態による液晶テレビジョン装置のコントラストボリュームに
よる輝度の調整後の左目用画像および右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時間とを説明
するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　（第１実施形態）
　図１および図２を参照して、本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置１００
の構成について説明する。
【００１７】
　本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置１００は、図１に示すように、２次
元映像（２Ｄ）および３次元映像（３Ｄ）を表示する表示部１と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）などにより、眼鏡２００と無線通信を行う通信部２と、音声を出力するスピー
カ部３とを含んでいる。また、眼鏡２００は、液晶テレビジョン装置１００の表示部１に
表示される３次元映像を観察（鑑賞）するために用いられる。
【００１８】
　また、表示部１は、ユーザの左目に伝達される左目用画像および右目に伝達される右目
用画像を表示するように構成されている。また、表示部１は、右目用画像と左目用画像と
を所定の時間間隔で交互に表示することにより、３次元映像を表示可能に構成されている
。また、表示部１は、左目用画像と右目用画像との間に黒画像を挿入して出力（表示）す
るように構成されている。この黒画像は、表示には寄与しない画像であるとともに、表示
部１に表示される画像（左目用画像および右目用画像）の輝度を下げる機能を有している
。
【００１９】
　また、図２に示すように、液晶テレビジョン装置１００は、液晶テレビジョン装置１０
０全体の制御を行う制御部４を備えている。また、制御部４と液晶テレビジョン装置１０
０内の各部分とは、バス（伝送路）５によって互いに接続されることによって、制御信号
および制御上のデータを互いに通信することが可能に構成されている。
【００２０】
　また、液晶テレビジョン装置１００は、ＤＶＤレコーダ（録画再生装置）などと接続す
るための外部入力端子６と、アンテナ７を介して放送局から配信されるデジタルテレビジ
ョン放送信号を受信する受信部８とを備えている。これら外部入力端子６および受信部８
は、映像信号および音声信号の入出力を切り替える機能を有するＡＶセレクタ９に接続さ
れている。
【００２１】
　また、ＡＶセレクタ９には、受信部８からの映像・音声信号をデコード（復号）するた
めのＡＶデコーダ１０が接続されている。ＡＶデコーダ１０は、ＡＶセレクタ９によって
分離された映像信号および音声信号のそれぞれに対してデコード処理（符号の復号化）を
行い、映像データおよび音声データを生成する機能を有する。また、ＡＶデコーダ１０は
、音声処理部１１および映像処理部１２に接続されている。
【００２２】
　また、音声処理部１１は、ＡＶデコーダ１０からの音声信号を処理する機能を有する。
また、音声処理部１１は、制御部４の制御により、Ｄ／Ａ変換処理（デジタル／アナログ
変換処理）を施した上で、デジタルテレビジョン放送の番組などの音声をスピーカ部３に
出力する機能を有している。
【００２３】



(6) JP 2012-191588 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

　また、映像処理部１２は、表示部１に接続されており、制御部４の制御により、Ｄ／Ａ
変換処理を施した上で、デジタルテレビジョン放送の番組などの２次元映像と３次元映像
とを切り替えて表示部１に表示されるように出力する機能を有している。また、映像処理
部１２は、制御部４の制御により、ＡＶデコーダ１０から３次元映像に関する映像信号が
送信された場合には、３次元映像に関する映像信号を左目用画像の信号（Ｌ）と右目用画
像の信号（Ｒ）とに分離する処理を行うように構成されている。
【００２４】
　また、制御部４は、バス５を介して、照度センサ１３に接続されている。照度センサ１
３は、液晶テレビジョン装置１００の設置場所（部屋）の照度を測定する機能をしており
、測定した照度（測定値）を制御部４に送信する機能を有している。また、制御部４は、
照度センサ１３により測定された照度（測定値）に基づいて、左目用画像および右目用画
像の表示時間と、左目用画像と右目用画像との間に挿入される黒画像の挿入時間とを調整
することにより、左目用画像および右目用画像が表示される表示部１のユーザが視認する
輝度を調整するように構成されている。また、映像処理部１２は、制御部４の制御により
、左目用画像および右目用画像と黒画像とを順次表示部１に出力するように構成されてい
る。
【００２５】
　また、制御部４は、バス５を介して、バックライト１４に接続されている。バックライ
ト１４は、制御部４の制御により、ライトの輝度（明るさ）を調整する機能を有している
。
【００２６】
　また、眼鏡２００は、眼鏡２００全体の制御を司る制御部２０と、液晶テレビジョン装
置１００の通信部２と無線通信を行うための通信部２１と、電池２２と、電源部２３と、
右目用ドライバ２４と、左目用ドライバ２５とを備えている。これら通信部２１、電池２
２、電源部２３、右目用ドライバ２４および左目用ドライバ２５は、制御部２０に接続さ
れている。
【００２７】
　また、右目用ドライバ２４は、液晶シャッターからなる右目用シャッター２４ａを駆動
するように構成されており、左目用ドライバ２５は、液晶シャッターからなる左目用シャ
ッター２５ａを駆動するように構成されている。また、液晶テレビジョン装置１００の表
示部１に３次元映像の右目用画像が表示されている場合には、制御部２０は、眼鏡２００
の左目用シャッター２５ａを閉じる（見えなくなる）ことにより、ユーザの左目に右目用
画像が入らないので、ユーザの右目だけで表示部１の右目用画像を観察（鑑賞）可能に制
御するように構成されている。また、表示部１に左目用画像が表示されている場合には、
制御部２０は、眼鏡２００の右目用シャッター２４ａを閉じる（見えなくなる）ことによ
り、ユーザの右目に左目用画像が入らないので、ユーザの左目だけで表示部１の左目用画
像を観察（鑑賞）可能に制御するように構成されている。これにより、ユーザが眼鏡２０
０を装着した状態で、表示部１に表示される３次元映像を立体的に観察（鑑賞）すること
が可能となる。
【００２８】
　次に、図３～図５を参照して、第１実施形態による液晶テレビジョン装置１００の制御
動作について説明する。
【００２９】
　図３に示すように、ステップＳ１において、３次元映像信号が入力されるまでこの判断
が繰り返され、３次元映像信号が入力されたと判断された場合には、ステップＳ２に進む
。
【００３０】
　次に、ステップＳ２において、入力された３次元映像信号が映像処理部１２により左目
用画像および右目用画像（左右の画像信号）に分離された後に、ステップＳ３に進む。ス
テップＳ３において、照度センサがＯＮ状態であるか否かが判断される。ステップＳ３に
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おいて、照度センサがＯＮ状態ではない（照度センサがＯＦＦ状態である）と判断された
場合には、ステップＳ４に進む。なお、照度センサがＯＮ状態ではない（照度センサがＯ
ＦＦ状態である）と判断された場合には、液晶テレビジョン装置１００の設置場所（部屋
）が最も明るい場合と同様の条件で、左目用画像および右目用画像の表示時間と、黒画像
の挿入時間とが調整される。
【００３１】
　そして、ステップＳ４において、図４に示すように、１フレーム目の左目用画像が表示
時間Ａ１で表示部１に表示される。次に、２フレーム目の黒画像が挿入時間Ｂ１で表示部
１に表示される。その後、３フレーム目の右目用画像が１フレーム目の左目用画像の表示
時間と同じ表示時間Ａ１で表示部１に表示される。そして、４フレーム目の黒画像が２フ
レーム目の黒画像の挿入時間と同じ挿入時間Ｂ１で表示部１に表示される。この後、左目
用画像、黒画像、右目用画像および黒画像が順次表示部１に表示される。
【００３２】
　また、図３に示すように、ステップＳ３において、照度センサがＯＮ状態であると判断
された場合には、ステップＳ５に進み、照度センサ１３により液晶テレビジョン装置１０
０の設置場所（部屋）の照度（明るさ）が測定される。ここで、液晶テレビジョン装置１
００の設置場所（部屋）の照度は、設置場所（部屋）が最も明るい場合と比べて、比較的
暗いものとする。これにより、表示部１の輝度は、設置場所（部屋）が最も明るい場合と
比べて、比較的低くてもよいと判断される。そして、ステップＳ６に進む。
【００３３】
　ここで、第１実施形態では、ステップＳ６において、液晶テレビジョン装置１００の設
置場所の照度に応じて、左目用画像および右目用画像の表示時間と、黒画像の挿入時間と
が調整される。この場合、液晶テレビジョン装置１００の設置場所の照度が比較的暗いの
で、表示部１の輝度が低くなるように、左目用画像および右目用画像の表示時間と、黒画
像の挿入時間とが調整される。
【００３４】
　具体的には、図５に示すように、輝度の調整後の１フレーム目の左目用画像の表示時間
Ａ２は、輝度の調整前の１フレーム目の左目用画像の表示時間Ａ１（図４参照）よりも短
くなるように調整される。次に、輝度の調整後の２フレーム目の黒画像の挿入時間Ｂ２は
、輝度の調整前の２フレーム目の黒画像の挿入時間Ｂ１（図４参照）よりも長くなるよう
に調整される。その後、輝度の調整後の３フレーム目の左目用画像の表示時間Ａ２は、輝
度の調整前の３フレーム目の左目用画像の表示時間Ａ１（図４参照）よりも短くなるよう
に調整される。そして、輝度の調整後の４フレーム目の黒画像の挿入時間Ｂ２は、輝度の
調整前の４フレーム目の黒画像の挿入時間Ｂ１（図４参照）よりも長くなるように調整さ
れる。これにより、輝度の調整前と調整後とにおいて、黒画像の挿入時間が長くなる分、
輝度の調整後における表示部１の輝度は、輝度の調整前における輝度に比べて低くなる。
【００３５】
　また、輝度の調整前における左目用画像（右目用画像）の表示時間Ａ１と黒画像の挿入
時間Ｂ１との合計時間と、輝度の調整後における左目用画像（右目用画像）の表示時間Ａ
２と黒画像の挿入時間Ｂ２との合計時間とは、略等しくなるように調整される。その後、
ステップＳ７に進む。
【００３６】
　次に、ステップＳ７において、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長いか否かが判断
される。ステップＳ７において、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長いと判断された
場合には、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長いことに起因して、表示画像にフリッ
カ（ちらつき）が発生する恐れがあると判断される。そして、ステップＳ８に進む。
【００３７】
　次に、ステップＳ８において、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長いと判断された
場合には、フリッカが発生する恐れがあるため、黒画像の挿入時間を所定の時間以内に調
整するとともに、バックライト１４の輝度（明るさ）が低くなるように調整される。つま
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り、黒画像の挿入時間の調整と、バックライト１４の輝度の調整とを併用することにより
、表示部１の輝度が調整される。
【００３８】
　その後、ステップＳ４に進み、黒画像の挿入時間の調整と、バックライト１４の輝度の
調整とが併用された状態で、左目用画像、黒画像、右目用画像および黒画像が順次表示部
１に表示される。
【００３９】
　また、ステップＳ７において、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長くない（所定の
時間以内）と判断された場合には、フリッカが発生する恐れがないと判断された後に、ス
テップＳ４に進み、図５に示すように、１フレーム目～４フレーム目の画像が表示される
。なお、液晶テレビジョン装置１００の設置場所の照度（明るさ）が変わった場合には、
照度センサ１３により、再度設置場所の照度が測定された後に、設置場所の照度に応じて
左目用画像および右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時間とが調整される。
【００４０】
　第１実施形態では、上記のように、表示部１に表示される左目用画像と右目用画像との
間に挿入される黒画像の挿入時間Ｂ１（Ｂ２）を調整することにより輝度を調整すること
によって、輝度を調整するためにコントラストアンプなどを用いた場合と異なり、左目用
画像および右目用画像の信号処理を行わないので、左目用画像および右目用画像の信号が
劣化するのを抑制しながら、黒画像の挿入時間Ｂ１（Ｂ２）の調整により表示部１の輝度
を調整することができる。
【００４１】
　また、第１実施形態では、上記のように、輝度の調整後における黒画像の挿入時間Ｂ２
を、輝度の調整前における黒画像の挿入時間Ｂ１よりも長くなるように調整することによ
り、調整後の輝度を調整前の輝度よりも低くなるように調整するとともに、輝度の調整後
における黒画像の挿入時間Ｂ２を、輝度の調整前における黒画像の挿入時間Ｂ１よりも短
くなるように調整することにより、調整後の輝度を調整前の輝度よりも高くなるように調
整することによって、調整前の輝度と調整後の輝度とを異ならせることができるので、容
易に、表示部１の輝度を調整することができる。
【００４２】
　また、第１実施形態では、上記のように、輝度を調整する際には、左目用画像および右
目用画像の表示時間Ａ１を調整するとともに、調整された表示時間に応じて黒画像の挿入
時間Ｂ１を調整することによって、調整された表示時間に応じて左目用画像および右目用
画像が表示される表示部１の輝度を調整することができる。
【００４３】
　また、第１実施形態では、上記のように、輝度の調整前における左目用画像または右目
用画像の表示時間Ａ１と黒画像の挿入時間Ｂ１との合計時間と、輝度の調整後における左
目用画像または右目用画像の表示時間Ａ２と黒画像の挿入時間Ｂ２との合計時間とが略等
しくなるように輝度を調整することによって、輝度の調整前と調整後とにおいて、左目用
画像または右目用画像の表示時間Ａ１（Ａ２）と黒画像の挿入時間Ｂ１（Ｂ２）との合計
時間が変化しないので、左目用画像を表示するタイミングと右目用画像を表示するタイミ
ングとを変化させる制御を行うことなく表示部１の輝度を調整することができる。
【００４４】
　また、第１実施形態では、上記のように、照度センサ１３により測定された照度に基づ
いて、左目用画像と右目用画像との間に挿入される黒画像の挿入時間Ｂ１を調整すること
により輝度を調整することによって、照度センサ１３により測定された照度に基づいて、
容易に、表示部１の輝度を調整することができる。
【００４５】
　（第２実施形態）
　次に、図６を参照して、本発明の第２実施形態について説明する。この第２実施形態に
よる液晶テレビジョン装置１０１では、照度センサにより測定された照度（測定値）に基
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づいて左目用画像および右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時間とを調整する上記第１
実施形態とは異なり、ユーザによりコントラストボリュームが調整操作された際に、コン
トラストボリュームの調整量に応じて左目用画像および右目用画像の表示時間と黒画像の
挿入時間とを調整する例について説明する。
【００４６】
　第２実施形態による液晶テレビジョン装置１０１では、制御部４は、バス５を介して、
コントラストボリューム３０に接続されている。なお、コントラストボリューム３０は、
本発明の「輝度調整部」の一例である。このコントラストボリューム３０は、ユーザによ
りコントラストボリューム３０が調整操作された際に、コントラストボリューム３０の調
整量に応じた信号を制御部４に送信するように構成されている。また、制御部４は、ユー
ザによるコントラストボリューム３０の調整量に応じて左目用画像および右目用画像の表
示時間と黒画像の挿入時間とを調整するように構成されている。たとえば、ユーザにより
コントラストボリューム３０を下げるように調整操作された場合には、制御部４は、左目
用画像および右目用画像の表示時間を短くするとともに、黒画像の挿入時間を長くするこ
とによって、表示部１の輝度が低く（暗く）なるように調整するように構成されている。
なお、第２実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００４７】
　次に、図７～図９を参照して、第２実施形態による液晶テレビジョン装置１０１の制御
動作について説明する。
【００４８】
　図７に示すように、ステップＳ１１において、３次元映像信号が入力されるまでこの判
断が繰り返され、３次元映像信号が入力されたと判断された場合には、ステップＳ１２に
進む。
【００４９】
　次に、ステップＳ１２において、入力された３次元映像信号が映像処理部１２により左
目用画像および右目用画像（左右の画像信号）に分離された後に、ステップＳ１３に進む
。ステップＳ１３において、ユーザによりコントラストボリューム３０が調整操作された
か否かが判断される。ステップＳ１３において、ユーザによりコントラストボリューム３
０が調整操作されていないと判断された場合には、ステップＳ１４に進む。なお、ユーザ
によりコントラストボリューム３０が調整操作されていないと判断された場合には、表示
部１の輝度が最も高い（明るい）状態に調整される。
【００５０】
　ステップＳ１４において、図８に示すように、１フレーム目の左目用画像が表示時間Ａ
３で表示部１に表示される。次に、２フレーム目の黒画像が挿入時間Ｂ３で表示部１に表
示される。その後、３フレーム目の右目用画像が１フレーム目の左目用画像の表示時間と
同じ表示時間Ａ３で表示部１に表示される。そして、４フレーム目の黒画像が２フレーム
目の黒画像の挿入時間と同じ挿入時間Ｂ３で表示部１に表示される。この後、左目用画像
、黒画像、右目用画像および黒画像が順次表示部１に表示される。
【００５１】
　また、図７に示すように、ステップＳ１３において、ユーザによりコントラストボリュ
ーム３０が調整操作されたと判断された場合には、ステップＳ１５に進む。
【００５２】
　次に、ステップＳ１５において、第２実施形態では、ユーザのコントラストボリューム
３０の調整量に応じて、左目用画像および右目用画像の表示時間と黒画像の挿入時間とが
調整される。ここで、ユーザは、輝度を低くするためにコントラストボリューム３０を任
意の位置（ユーザ設定位置）まで調整操作したものとする。この場合、図９に示すように
、コントラストボリューム３０の輝度の調整後の１フレーム目の左目用画像の表示時間Ａ
４は、コントラストボリューム３０の輝度の調整前の１フレーム目の左目用画像の表示時
間Ａ３（図８参照）よりも短くなるように調整される。次に、輝度の調整後の２フレーム
目の黒画像の挿入時間Ｂ４は、輝度の調整前の２フレーム目の挿入時間Ｂ３（図８参照）
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よりも長くなるように調整される。その後、輝度の調整後の３フレーム目の左目用画像の
表示時間Ａ４は、輝度の調整前の３フレーム目の左目用画像の表示時間Ａ３（図８参照）
よりも短くなるように調整される。そして、輝度の調整後の４フレーム目の黒画像の挿入
時間Ｂ４は、輝度の調整前の４フレーム目の黒画像の挿入時間Ｂ３（図８参照）よりも長
くなるように調整される。これにより、輝度の調整前と調整後とにおいて、黒画像の挿入
時間が長くなる分、輝度の調整後における表示部１の輝度は、調整前に比べて低くなるよ
うに調整される。
【００５３】
　また、輝度の調整前における左目用画像（右目用画像）の表示時間Ａ３と黒画像の挿入
時間Ｂ３との合計時間と、輝度の調整後における左目用画像（右目用画像）の表示時間Ａ
４と黒画像の挿入時間Ｂ４との合計時間とは、略等しくなるように調整される。その後、
ステップＳ１６に進む。
【００５４】
　次に、ステップＳ１６において、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長いか否かが判
断される。ステップＳ１６において、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長いと判断さ
れた場合には、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長いことに起因して、表示画像にフ
リッカ（ちらつき）が発生する恐れがあると判断される。そして、ステップＳ１７に進む
。
【００５５】
　次に、ステップＳ１７において、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長いと判断され
た場合には、フリッカが発生する恐れがあるため、黒画像の挿入時間を所定の時間以内に
調整するとともに、バックライト１４の輝度（明るさ）が低くなるように調整される。つ
まり、黒画像の挿入時間の調整と、バックライト１４の輝度の調整とを併用することによ
り、表示部１の輝度が調整される。その後、ステップＳ１４に進む。
【００５６】
　次に、ステップＳ１４において、黒画像の挿入時間の調整と、バックライト１４の輝度
の調整とが併用された状態で、左目用画像、黒画像、右目用画像および黒画像が順次表示
部１に表示される。
【００５７】
　また、ステップＳ１６において、黒画像の挿入時間が所定の時間よりも長くない（所定
の時間以内）と判断された場合には、フリッカが発生する恐れがないと判断された後に、
ステップＳ１４に進み、図９に示すように、１フレーム目～４フレーム目までの画像が表
示される。
【００５８】
　第２実施形態では、上記のように、ユーザによりコントラストボリューム３０が調整操
作された際には、コントラストボリューム３０の調整量に応じて左目用画像と右目用画像
との間に挿入される黒画像の挿入時間Ｂ３（Ｂ４）を調整することにより輝度を調整する
ことによって、コントラストボリューム３０の調整量に応じて、容易に、表示部１の輝度
を調整することができる。なお、第２実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同
様である。
【００５９】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００６０】
　たとえば、上記第１および第２実施形態では、本発明の映像出力装置の一例として、液
晶テレビジョン装置を示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、３次元映像を表
示することが可能な表示部が設けられていれば、液晶テレビジョン装置以外の映像出力装
置でもよい。
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【００６１】
　また、上記第１および第２実施形態では、照度センサによる照度の測定値またはコント
ラストボリュームの調整量に基づいて、制御部が輝度を調整する制御を行う例を示したが
、本発明はこれに限られない。たとえば、照度センサやコントラストボリューム以外の装
置やスイッチなどによる測定値（検出値）や調整量に基づいて、制御部が輝度を調整する
制御を行ってもよい。
【００６２】
　また、上記第１および第２実施形態では、輝度を下げるための輝度調整画像の一例とし
て、黒画像を適用する例を示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、輝度を下げ
ることが可能であれば黒画像以外の画像でも適用可能である。
【００６３】
　また、上記第１および第２実施形態では、黒画像の挿入時間と、左目用画像および右目
用画像の表示時間との両方を調整する例を示したが、本発明はこれに限られない。たとえ
ば、黒画像の挿入時間を調整する一方、左目用画像および右目用画像の表示時間を調整し
なくてもよい。
【００６４】
　また、上記第１および第２実施形態では、輝度の調整前と調整後とにおいて、左目用画
像および右目用画像の表示時間と、黒画像の挿入時間との合計時間が略等しくなるように
調整する例を示したが、本発明はこれに限られない。たとえば、黒画像の挿入時間を調整
することにより輝度が調整されるものであれば、輝度の調整前と調整後とにおいて、左目
用画像および右目用画像の表示時間と、黒画像の挿入時間との合計時間が異なってもよい
。
【符号の説明】
【００６５】
　１　表示部
　４　制御部
　１３　照度センサ
　３０　コントラストボリューム（輝度調整部）
　１００、１０１　液晶テレビジョン装置（映像出力装置）
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